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推進委員会に、地域包括支援センターの自己評価及び基幹型包括によるヒアリ
ングの結果について、報告し、意見徴収を行う。

茅ヶ崎市
総合評価

＊市としての総合評価は、推進委員会の意見等を踏まえ、決定する。

令和元年度
地域包括支援センター事業運営評価シート

国評価
(3/31時点)

市評価
(3/31時点)

地域包括
支援センター
自己評価

市と協働し適正な包括支援センター運営に努めると共に、令和元年度は担当地区
の分割に伴う引き継ぎ業務について適正に実施した。令和元年10月1日に予定通り
新規包括支援センターへ引き継ぎ業務を完了した。また、本センター独自の取り組
みを多数実施した。包括支援センターゆずの独自事業を事業計画に位置づけ実施
したものに介護支援専門員サロン、市民が気軽に参加できる体操教室ゆずクラブの
実施。茅ヶ崎地区まちぢから協議会の委員の役を受け定例会へ参加した。地域団
体への顔の見える関係作りについても積極的に行い、地域サロンへの参加、ボラン
ティアセンターや地区社会福祉協議会への会議への出席等で協力体制を推進し
た。また、男性向けのサロン、当事者会と各種社会資源の支援を継続して行った。
地域ケア会議は個別の地域ケア会議を開催することができた。

基幹型包括
ヒアリングの
ポイント及び
結果

【ヒアリング実施日】令和２年６月３０日
・事業計画に基づき、着実に事業を実施し、全体として目標を達成できている。
・通常業務に加えて、令和元年１０月に新たに設置されたセンターへの引き継ぎや
支援を適切に実施することができていた。
・各種サロンや教室の運営、協力等、担当地区内の介護支援専門員、地域住民等
のニーズに沿った独自事業に積極的に取り組んでいる。
・市評価について、人材育成の管理指導を担うトレーナーの役割に関する項目に×
がついているが、人材育成に当たっての考え方を管理責任者の立場から整理する
等、必要な取組は行われている。
・平成３０年度からの懸案事項となっていた個人情報を持ち出す際の管理方法につ
いては、令和２年度から運用を開始する予定となっている。

　（　センターの名称：茅ヶ崎地区地域包括支援センター　ゆず　　）
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